
議会基本条例　評価・検証シート

関連条文 条例の見直し

前
文

　平成１２年４月に施行されたいわゆる地方分権
一括法により、地方公共団体の権限と責任は拡
大し、議会の果たすべき役割や責務は一層重要
性を増した。さらに、自らの判断と責任により地域
の実情に沿った行政を実践していくために、市民、
行政及び議会が一体となって、真の地方自治の
実現に取り組んでいく必要がある。
　地方分権の進展などに伴い、議会は、市長とと
もに二元代表制の一翼を担う機関として、行政機
関の事務執行を監視する機能と市民の意見を市
政に反映させた政策の立案及び提言機能を十分
に発揮し、地方公共団体の意思決定機関として
の責任を果たさなくてはならない。
　そのため、議会は、市民に対して積極的に情報
の公開や発信を行うとともに、市政への市民参加
を推進し、公正・透明で市民に分かりやすい開か
れた議会の実現に取り組んでいく必要がある。
　ここに、三原市議会は、市民と議会の関係や議
会と市長等の関係、議会運営等に関する基本理
念を定めることにより、今後とも議会の活性化を積
極的に推進し、市政に対する市民の意思の反映
に全力を尽くすことを決意し、議会の最高規範とし
てこの条例を制定する。

 □ 要

 ■ 不要

第
１
条

目
的

１　この条例は、二元代表制の一翼を担う議会に
ついて、議会及び議員に係る基本的事項を定め
ることにより、議会の活性化を図り、地方自治の本
旨に基づく市民の負託に応えられる開かれた議
会運営を実現し、市民福祉の向上と市政の発展
を目指すことを目的とする。

 □ 要

 ■ 不要

第
２
条

最
高
規
範
性

１　この条例は、議会における最高規範であり、議
会に関する他の条例、規則等を制定し、又は改
廃するに当たっては、この条例の趣旨を尊重し、こ
の条例に定める事項との整合を図らなければなら
ない。

 □ 要

 ■ 不要

条　　文 取 組 状 況　〔実績はR3年度以降〕 問題点・課題 評価・検証結果 今後の取組の方向性

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　■ その他（評価・検証の対象外）

　前文は、条例制定の背景、議会の
役割や理念について規定したものであ
り、評価・検証の対象外とする。

　第１章　総則（第１条・第２条）

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　■ その他（評価・検証の対象外）

　条例の目的を規定した条文であり、
具体的な取組事項を規定したもので
はないため、評価･検証の対象外とす
る。

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　■ その他（評価・検証の対象外）

　本条例が議会の最高規範であること
を規定した条文であり、具体的な取組
事項を規定したものではないため、評
価・検証の対象外とする。
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議会基本条例　評価・検証シート

関連条文 条例の見直し条　　文 取 組 状 況　〔実績はR3年度以降〕 問題点・課題 評価・検証結果 今後の取組の方向性

１　議会は、次に掲げる原則に基づき活動しなけ
ればならない。

(1)　公正性及び透明性を確保するとともに、市民
に分かりやすい開かれた議会を目指すこと。

（開かれた議会→情報公開）
※第９条で検討

第９条１
　市民への説明責任、情報公開
第１０条１
　議案の賛否の公表
第１５条１
　委員会審査時の資料の公開
第１６条２
　政務活動費の使途を公開
第２０条１
　広報活動の充実

(2)　市民の多様な意見を把握し、政策形成に適
切に反映できるよう、市民参加の機会の拡充に努
めること。

（市民の意見の把握、市民参加
→意見交換会）
※第６条で検討

第６条１(２)
　市民の意見の把握
第９条５
　活動報告、意見交換
第２０条２
　広聴活動の充実

(3)　把握した市民の多様な意見をもとに政策立
案及び政策提言（以下「政策立案等」という。）の
強化に努めること。

（政策提言）
※第１５条で検討

第１５条３
　所管事務調査による政策
　提案

(4)　市民代表の立場から、適正な行政運営が行
われているか監視し、評価すること。

一般質問、議案審査、所管事務調査を実施
※第１１条で検討

第１１条１
　市長等との関係
第１２条１
　議会審議の論点の明確化
第１３条１
　議決事項の拡大

１　議会は、災害時においても、議会機能を的確
に維持しなければならない。

①R1年7月～

②R4年9月～

災害時対応要領訓練を実施
 〔実績〕
R3年度：6/29、R4年度：5/23、1/23、
R5年度：5/29、3/18、R6年度：6/17
オンライン会議の導入　

２　災害発生時における議会の対応に関しては、
別に定める。

①H31年3月 災害時対応要領を策定

第
５
条

議
決
責
任

１　議会は、議決責任を深く認識するとともに、議
案等を議決し、地方公共団体としての意思決定を
したときは、市民に対して説明責任を果たすものと
する。

①H26年度～
②H31年度～

③H26年度～

各議員の賛否を議会だよりやホームページで公表
議場に電子表決システムを導入し、各議員の賛否
を表示
→※第９条で検討

議会報告会（意見交換会）を実施
→※第６条で検討

第６条１（２）
　市民の意見の把握
第９条１
　市民への説明責任、情報公開
第１０条１
　議案の賛否の公表

 □ 要

 ■ 不要

　第２章　議会の活動原則（第３条－第５条）

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

・訓練を継続して実施
しており、評価できる。

  ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

・特になし   ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

第
３
条

議
会
の
活
動
原
則

 □ 要

 ■ 不要

第
４
条

災
害
時
の
議
会
対
応

 □ 要

 ■ 不要
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議会基本条例　評価・検証シート

関連条文 条例の見直し条　　文 取 組 状 況　〔実績はR3年度以降〕 問題点・課題 評価・検証結果 今後の取組の方向性

１　議員は、次に掲げる原則に基づき活動しなけ
ればならない。

(1)　市民全体の福祉の向上を目指すこと。

(2)　市民の多様な意見等を的確に把握するよう
努めること。 ①H26年度～

②H28年度～
③H29年度～

（意見交換会）
議会報告会（意見交換会）を開催
「市民と議会をつなぐ意見交換会」に名称変更
高校生との意見交換会を実施
〔実績〕
R３年度：高校生との意見交換会（23人）
R４年度：市民と議会をつなぐ意見交換会
　　　　　　（41人）
R５年度：高校生との意見交換会（209人）

第３条１（２）
　市民の意見把握、市民参加
第９条５
　活動報告、意見交換
第２０条２
　広聴活動の充実

(3)　自らの資質の向上に努めること。 第１９条１
　議員研修の充実強化

(4)　議会が言論の場であること及び合議制の機
関であることを認識し、議員相互の自由な討議を
積極的に行うこと。

（自由討議）
※第１４条で検討

第１４条１
　議員間の自由討議
第１５条２
　委員間の自由討議

第
７
条

議
長
の
責
務

１　議長は、二元代表制の一翼を担う議会を代表
し、中立かつ公正な職務の遂行に努めるとともに、
議会の品位を保持し、民主的かつ効率的な議会
運営に努めるものとする。

 □ 要

 ■ 不要

１　議員は、議会活動を行うため、会派を結成す
ることができる。

２　会派は、議会運営及び政策立案等に関し、必
要に応じて調整を行い、合意形成に努めるものと
する。

　第３章　議員の活動原則（第６条－第８条）

・その年により、対象者
を市民又は高校生に
するなど、目的に合わ
せて意見交換会を実
施している。
・これまで様々な方法
で工夫して取り組みを
実施してきた。今後
は、議会が出向いて行
くような会も必要ではな
いか。

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

・出前講座のような取組も検討が必
要。
・アンケートによる広聴活動も有効で
はないか。
・広くいろいろなテーマでの広聴活動も
必要。

①政務活動費を活用し、議員個々で研修会を実施
②年１回以上、議会全体で研修会を実施
〔実績〕
R３年度_「広島国際空港株式会社が目指すビジョンと地域連携･
　　　　　　地域共生のあり方」　
R４年度_「役所を動かす質問・質疑のしかた」
　　 　　　「ジェンダーと偏見・差別について考える」
R５年度_「議員と人権・自他尊重のコミュニケーション」

・議会全体での研修は
継続して実施すべき。
・政務活動費で研修を
する場合、用途に制限
があり、活動しくにい場
合がある。

　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

・議会全体での研修は継続すべき。
・充実した研修を行うため、政務活動
費の用途を見直す必要がある。

　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

第
６
条

議
員
の
活
動
原
則

 □ 要

 ■ 不要

第
８
条

会
派

 □ 要

 ■ 不要
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議会基本条例　評価・検証シート

関連条文 条例の見直し条　　文 取 組 状 況　〔実績はR3年度以降〕 問題点・課題 評価・検証結果 今後の取組の方向性

１　議会は、市民に開かれた議会を実現するとと
もに、市民への説明責任を果たすため、法令又は
他の条例に特別の定めがある場合を除き、議会
の活動に関する情報を積極的に公開しなければ
ならない。

第３条１（１）
　開かれた議会　
第５条1
　議決責任（説明責任）
第１０条１
　議案の賛否の公表
第１５条１
　委員会審査時の資料の公開
第１６条２
　政務活動費の使途を公開
第２０条１
　広報活動の充実

２　本会議、地方自治法（昭和２２年法律第６７
号。以下「法」という。）第１０９条第１項の規定に
より設置する委員会（以下「委員会」という。）及び
三原市議会会議規則（平成１８年三原市議会規
則第１号）別表に規定する議員全員協議会は、
原則公開とする。

３　前項の本会議、委員会及び議員全員協議会
を除くほか、他の会議についても、公開に努めるも
のとする。

４　議会は、法第１００条の２に規定する学識経験
者等による専門的知見の活用並びに法第１１５条
の２第１項に規定する公聴会制度及び同条第２
項に規定する参考人制度を活用して市民等の意
見を聴き、議会の政策形成に反映させるよう努め
るものとする。

基本条例の検証、議員定数の検討、政策提案策
定時に学識経験者等を講師として招致
〔実績〕
R５：総務財務（政策提案）
　　　経済建設（政策提案）
　　　議会運営（議員定数）
委員会審査において、参考人制度を活用
〔実績〕
R５：R４水道事業会計決算に参考人招致

第１５条４
　委員会における公聴会制度
　及び参考人制度の活用
第１７条１
　学識経験者等の活用

５　議会は、議会の活動報告を行うこととし、市政
全般にわたって、市民、市民団体等と議員が自
由に意見交換する場を設けるものとする。

（意見交換会）
※第６条で検討のとおり

第３条１（２）
　市民の意見把握、市民参加
第６条１（２）
　市民の意見把握
第２０条２
　広聴活動の充実

６　議会は、市民に対し広く議会及び委員会の傍
聴を呼びかけるものとする。

①R４年度～

②R５年度～

広報みはら・ホームページで議会日程を掲載し呼び
かけ
傍聴規則等を改正（要件緩和等）
手話通訳者の派遣制度を整備
本会議において、AIによる文字起こしを導入

７　議会は、前項に定める傍聴の機会を拡大する
ため、休日又は夜間に本会議を開催することがで
きる。

（運用実績なし）

第
10
条

議
案
に
対
す
る

賛
否
の
公
表

１　議会は、議案に対する議員の賛否の表明を市
民に公表するものとする。

※第９条で検討のとおり 第３条１（１）
　開かれた議会　
第５条１
　議決責任（説明責任）
第９条１
　市民への説明責任、情報公開

 □ 要

 ■ 不要

　第４章　市民と議会との関係（第９条・第10条）

・議会の意見を公表する記者会見な
どを定例会ごとにしてはどうか。
・広報媒体のPRと市民に関心を持っ
てもらえる議会にすべき。

・議案審査において、
専門的知見を活用す
ればなお良かったと思
う事案があった。

  □ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

・不明な点については、専門的知見や
参考人制度を活用して、審査すること
も必要である。

  □ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

 ・議場だけでなく、今
は他の手段（YouTube
やHP)で議会の様子を
知ることができる。
・いろんな媒体で傍聴
できることをもっと議会
だより等で周知すべ
き。

  □ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

・他市でもあるように、SNSの活用を検
討してはどうか。
・傍聴手段について、もっと周知をする
必要がある。

・特に開催した事例は
なく、この条文は必要
ないのでは。

  ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

・必要があれば、休日又は夜間に本
会議を開催することができるように、条
文は削除しない。

  □ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

（情報公開）
現在公開している主な情報（議会活動に関するもの）
(1) ホームページ
　●議事録
　 ・本会議（H17～公開）
　 ・常任委員会（H27～）
　 ・特別委員会（H26～）
　 ・議員全員協議会（R5～）
　●議事録以外
　 ・議決結果、議員の賛否
　 ・政務活動費の支出内容（領収書、視察報告書）
　 ・議長交際費の支出内容　　 ・意見交換会の内容
　 ・本会議の録画映像          ・議会だより　等
(2) ケーブルテレビ
  ・本会議の映像（ライブ・録画）
(3) YouTube
  ・本会議、委員会、議員全員協議会の映像（ライブ・録画）
(4) 議会だより
　・一般質問の内容
　・議決結果、議員の賛否
　・常任委員会報告（議案審査、行政説明）
　・本会議、全協、特別委員会の概要　
　・政務活動費の執行報告　　等

①公開している会議
　本会議、常任委員会、特別委員会、議会運営委員会、
　議員全員協議会
②許可を必要としている会議（許可権者）
　広報広聴委員会（委員長）、会派代表者会議（議長）、
　委員長会議（議長）
③公開していない会議
　広報部会、広聴部会、委員会協議会、議員協議会

・今任期では、
YouTube配信を開始し
たり、政務活動費の支
出を公開するなど、公
開する項目は増えた。
・YouTube配信のPRを
もっとすべきだと思う。
・議会活動の公開媒体
は、様々整備できてい
る。今後は、関心をもっ
て見てもらえる議論を
する必要がある。

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

第
９
条

市
民
と
議
会
と
の
関
係

 □ 要

 ■ 不要
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議会基本条例　評価・検証シート

関連条文 条例の見直し条　　文 取 組 状 況　〔実績はR3年度以降〕 問題点・課題 評価・検証結果 今後の取組の方向性

１　議会審議における議員と市長その他の執行機
関及びその補助機関である職員（以下「市長等」
という。）との関係は、次に掲げるところにより、緊張
関係の保持に努めるものとする。

(1)　本会議における質問は、市民に分かりやす
く、また、論点を明確にするため、一問一答方式
で行うことができる。

H29年度～ 一問一答方式のみの運用開始

（一般質問、総括質問）
〔実績〕
R３年度：51人/４定例会
R４年度：45人/４定例会
R５年度：46人/４定例会
R６年度：24人/２定例会

第３条１(４）
　監視機能

(2)　本会議及び委員会において、市長等は議員
の質問又は質疑について、論点を明確にするた
め、議員に対し当該質問又は質疑の主旨を問うこ
とができる。

H27年度～ 反問権の導入

１　議会は、市長が重要な政策等を議会に提案
するに当たり、論点を明確にし、その政策水準を
高めるため、市長に対し、次に掲げる事項につい
て明らかにするよう求めるものとする。

(1)　政策等を必要とする背景

(2)　提案に至るまでの経緯

(3)　他の自治体の類似する政策との比較検討

(4)　市民参加の実施の有無とその内容

(5)　総合計画との整合性

(6)　財源措置

(7)　将来にわたるコスト計算

２　議会は、前項の政策等の提案の審議に当たっ
ては、立案及び執行における論点及び争点を明ら
かにするものとする。

第
13
条

議
決
事
項
の
拡
大

１　法第９６条第２項の規定による議会の議決事
項については、その拡大に向け議会の監視機能
上の必要性と市長の政策執行上の必要性を比較
考量の上、別に条例で定めるものとする。

①H25年10月～
②R２年3月～

三原市長期総合計画策定条例
三原市定住自立圏形成方針の議決に関する条例

第３条１(４）
　監視機能

 □ 要

 ■ 不要

　第５章　議会と市長等との関係（第11条－第13条）

・特になし   ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

・特になし   ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外）

・特になし   ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

・どういった場合に議決事項の拡大を
必要とするのか、研究する必要があ
る。

第
11
条

市
長
等
と
の
関
係

 □ 要

 ■不要

第
12
条

議
会
審
議
に
お
け
る

論
点
情
報
の
形
成

第３条１(４）
　監視機能

  ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

 □ 要

 ■ 不要
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議会基本条例　評価・検証シート

関連条文 条例の見直し条　　文 取 組 状 況　〔実績はR3年度以降〕 問題点・課題 評価・検証結果 今後の取組の方向性

　第６章　議員間の自由討議（第14条）

第
14
条

議
員
間
の

自
由
討
議

１　議員は、議会の権能を発揮するため、議員相
互間の自由討議により、議論を尽くして合意形成
に努めるものとする。

①H31年度～

②R3年度～

（自由討議）
委員会の政策を議会の政策とするため、議員全員
協議会で自由討議を用いた政策討論会を行うス
キームを確立
議案審査における自由討議の導入（協議会での事
前勉強、審査中の意見交換）

第６条１(４)
　議員間の自由討議
第１５条２
　委員間の自由討議

 □ 要

 ■ 不要

　第７章　委員会（第15条）

１　委員会審査に当たっては、資料等を積極的に
公開しながら、市民に分かりやすい議論を行うよう
努めるものとする。

①R4年度～
傍聴者に資料を配付
委員会での議案審査をYouTubeで配信
※第９条で検討のとおり

第３条１（１）
　開かれた議会
第９条１
　市民への説明責任、情報公開

 □ 要

 ■ 不要

２　委員長は、委員相互間の自由討議を中心とし
た運営に努めるものとする。

（自由討議）
※第１４条で検討のとおり

第６条１(４)
　議員間の自由討議
第１４条１
　議員間の自由討議

３　委員会は、委員自らの提案及び市民の意見
等をもとに所管事務調査を積極的に行い、政策
提案を行うように努めるものとする。

①H29年度～
（政策提言）
政策提言の取組を開始
〔実績〕
R4：総務「移住・定住の促進に向けた人口獲得
　 　施策について」
     厚生「ごみの減量化について」
     経済「新規就農の促進に向けた支援体制の    
     強化」

第３条１（３）
　政策立案等

４　委員会は、必要に応じて公聴会制度及び参考
人制度を活用し、多様な意見を踏まえながら審査
の充実に努めるものとする。

※第９条で検討のとおり 第９条４
　専門的知見、参考人制度の活
用

１　政務活動費については、別に条例で定める。

①R２年度～

三原市議会政務活動費の交付に関する条例
三原市議会政務活動費の交付に関する規則
政務活動費の手引きを作成、令和３年４月施行

２　会派は、政策立案等、調査・研究その他の活
動等に資するため、政務活動費を活用するととも
に、その使途を明らかにしなければならない。

①R２年度～ 政務活動費の領収書や視察報告書をホームペー
ジで公開
〔実績〕
執行率　R3:25.48％、R4：35.51％、
　　　　　 R5：44.59％

第３条１（１）
　開かれた議会　
第９条１
　市民への説明責任、情報公開

・自由討議については
積極的に取り組んでい
る。
・委員会審査や政策
討論会でも活用できて
いる。
・議案の事前勉強での
自由討議をもっと深め
るべき。

  ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

・継続して自由討議に取り組み、協議
内容がもっとブラッシュアップできたら
良い。

  □ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

  ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

・政策提案取組につい
ては課題を感じており、
今後、協議・検討が必
要。
・提案に必要な４つの
要素は遵守すべき。
・政策提言の在り方に
ついては、アップデート
をしながら継続していく
必要がある。

  ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

・課題を整理し、スキームの見直しを
行いながら継続していくべき。

・議案審査において
は、日程的に公聴会や
参考人制度を活用す
るのは難しい。
・所管事務調査や行
政説明案件について
は、日程にゆとりがあ
り、必要に応じて活用
すべきではないか。

  □ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

・会期中の委員会での活用について
は、日程的に困難であり、検討が必要
ではないか。

　第８章　政務活動費（第16条）

・特になし   ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

・特になし   ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

第
15
条

委
員
会
の
活
動

第
16
条

政
務
活
動
費

 □ 要

 ■ 不要
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議会基本条例　評価・検証シート

関連条文 条例の見直し条　　文 取 組 状 況　〔実績はR3年度以降〕 問題点・課題 評価・検証結果 今後の取組の方向性

第
17
条

専
門
的
事
項
に

関
す
る
調
査

１　議会は、議案の審査又は市の事務に関する調
査のために必要な専門的事項に係る調査に当た
り、学識経験を有する者等を積極的に活用するも
のとする。

※第９条で検討のとおり 第９条４
　専門的知見、参考人制度の活
用

 □ 要

 ■ 不要

第
18
条

議
会
図
書
室

１　議会は、議会及び議員の調査研究に資するた
め、議会図書室の充実に努め、その有効活用を
図るものとする。

市立図書館司書と連携し、書籍を紹介
議員に購入希望調査を実施
図書の配架方法を工夫

 □ 要

 ■ 不要

第
19
条

議
員
研
修
の

充
実
強
化

１　議会は、議員の政策形成能力の向上等を図
るため、議員研修の充実強化を図るものとする。

※第６条で検討のとおり 第６条１（３）
　議員の資質の向上

 □ 要

 ■ 不要

1　議会は、多様な広報手段を活用することによ
り、より多くの市民が議会及び市政に関心を持つよ
う広報活動の充実に努めるものとする。

①R３年度～
②R４年度～

本会議映像のケーブルテレビ放送
市議会HPでの本会議映像配信
議会だよりの配布及びホームページやアプリで公開
YouTubeでの本会議映像を配信
YouTubeでの委員会映像を配信
※第９条で検討のとおり

第３条１（１）
　開かれた議会
第９条１
　市民への説明責任、情報公開

２　議会は、市民の声を議会活動に反映させるた
め、広聴活動の充実に努めるものとする。

（意見交換会）
※第６条で検討のとおり

第３条１（２）
　市民の意見把握、市民参加
第６条１（２）
　市民の意見把握
第９条５
　活動報告、意見交換

１　議会は、議員の政策立案等を補助する組織と
して、議会事務局の調査機能及び法務機能の充
実・強化、組織体制の整備を図るよう努めるものと
する。

２　議長は、議会事務局の体制整備のため、大学
等の研究機関並びに専門的な知識及び経験を
有する者の積極的な活用を図ることができる。

　第９章　議会機能の強化（第17条-第21条）

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

・特になし 　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

第
20
条

広
聴
広
報

活
動
の
充
実

 □ 要

 ■ 不要

第
21
条

議
会
事
務
局

 □ 要

 ■ 不要
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議会基本条例　評価・検証シート

関連条文 条例の見直し条　　文 取 組 状 況　〔実績はR3年度以降〕 問題点・課題 評価・検証結果 今後の取組の方向性

　第10章　政治倫理・議員定数・議員報酬（第22条-第24条）

第
22
条

政
治
倫
理

１　議員は、市民の負託に応えるため、三原市議
会議員政治倫理条例（平成２５年三原市条例第
３３号）を遵守し、政治倫理の確立と向上に努め
なければならない。

三原市議会議員政治倫理条例を制定  □ 要

 ■ 不要

１　議員定数は、別に条例で定める。 三原市議会議員の定数を定める条例
（Ｒ6年6月27日改正）　

２　議員定数の改正に当たっては、行財政改革の
視点だけではなく、市政の現状と課題及び将来の
予測と展望を十分に考慮するものとする。

合併後の変遷
H17：37人（合併特例）　→　H21：32人
→ H25：28人 → H29：26人 → R3：25人
来期（R7.4～）は、定数24人とすることを決定済
（広聴機能の強化や議会全体の資質の向上が必
要）

１　議員報酬は、別に条例で定める。

①R５年度～

②R５年度～

三原市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例
三原市議会の議員の長期欠席等に係る議員報酬
等の特例に関する条例
三原市議会の議員の長期欠席等に係る議員報酬
等の特例に関する条例施行規程

２　議員報酬の改正に当たって、議員が提案する
場合は、行財政改革の視点及び他市との比較だ
けでなく、市政の現状と課題及び将来の予測と展
望を十分に考慮するとともに、市民の意見を参考
に決定するものとする。

平成6年4月1日の改定以降、見直しなし

　第11章　議会改革（第25条）

第
25
条

議
会
改
革

１　議会は、公正、透明で市民に開かれた議会の
実現のため、継続して議会改革に取り組むものと
する。

H26年度～
H28年度～
H29年度～
H30年度～

R２年度～

議会報告会（意見交換会）を開催
市民と議会をつなぐ意見交換会
政策提言のスキームの構築、取組を開始
タブレット端末の導入
三原市議会災害時対応要領を策定
常任委員会の定期開催

 □ 要

 ■ 不要

　第12章　見直し手続（第26条）

第
26
条

見
直
し
手
続
き

１　議会は、この条例の施行後、常に市民の意
見、社会情勢の変化等を勘案し、必要があると認
めるときは、この条例の規定について検討を加え、
その結果に基づいて所要の措置を講ずるものとす
る。

R２～３年 議会運営委員会において基本条例の見直しを実
施、令和３年２月に一部改正

 □ 要

 ■ 不要

・特になし   ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

・特になし 　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

・特になし 　■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

　□ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　■ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

・これまで色々な取組
を行っており、適正に
運用している。
・意見交換会について
は、実施方法など課題
もあるが、検討しなが
ら、今後も継続していく
べき。

  ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

・意見交換会については、対象者や
実施方法を検討しながら、今後も継続
していくべき。

・特になし   ■ 適切に運用されており、
　　　これまでどおり実施
　□ 適切に運用されているが、
　　　さらなる取組を検討
　□ 適切に運用されておらず、
　　　改善・取組が必要
　□ その他（評価・検証の対象外)

第
23
条

議
員
定
数

 □ 要

 ■ 不要

第
24
条

議
員
報
酬

・現在の報酬は、決し
て高くはなく、検討する
時期では。
・現状では、若い人が
出るのは困難であり、
そういった観点からも
報酬を検討すべき。
・長期欠席の規定につ
いて、長期欠席の定義
を再確認したい。

・平成６年から報酬の見直しはなく、今
後、議員報酬を検討してみる必要が
ある。

 □ 要

 ■ 不要
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